
【企画趣旨】 

 スクリプト・フォーマットによる発達支援は、言語コミュ

ニケーションの領域から、社会的スキルの領域へと広がり、

近年は就労や余暇活動等の社会参加に向けたソーシャルラ

イフスキルの支援にも活用されるようになった。前回は、こ

の発達支援がより豊かな社会参加をめざすための対象者自

身への支援・社会に対して対象者の理解を促す支援・そして

対象者を取り巻く周囲の人がより豊かに相互に関わる支援

になっていることが確かめられた。 

今回は、過去３年間の成果を踏まえて、社会的ライフスキ

ルをより適確にアセスメントし、スクリプト・フォーマット

による支援を行うことでの、更なる可能性について検討する。 

 

【話題提供者の要旨】 

話題提供１ 氏原 佳香 （山梨大学大学院教育学域卒） 

 吉井 勘人 （山梨大学大学院教育学域） 

「ASD 児へのコミュニケーションと情動調整の発達支援」 

コミュニケーションと情動調整に課題のあるASD児に対し

て、複数の文脈を通して発達支援を試みた。コミュニケーシ

ョンでは、構造化された文脈としての「おやつ」ルーティン

を設定して、言語による選択要求の機能を促進した。情動調

整では、不快な時に、自分の頭を叩く等の情動調整の不全が

頻繁に生じていた実態から、様々な活動の中で自身の情動を

安定させるために、情動調整ツールを選択して使用できるよ

うに支援した。なお、感覚プロファイルを用いたアセスメン

トから、対象児は「感覚探求」が非常に高く、感覚処理の内

容として口腔感覚が非常に高かったことから、これらに配慮

したツールを用意した。その結果、「おやつ」ルーティンで

は自発的な言語による選択要求が可能になった。その後、情

動調整では、不安定な際に言語と指さしを用いて情動調整ツ

ールを選択して使用できるようになり、情動調整のためのレ

パートリーも増加した。以上より、ASD 児のコミュニケーシ

ョンと情動調整の変化の関連について検討したい。 

 

話題提供２ 鍋谷 梨恵 （山形県立保健医療大学） 

「自閉スペクトラム症者の他者誘導スキル獲得スクリプト」 

 ASD 者が他者を道案内するという話は滅多に聞かない。今

回、研究者（被誘導者）がアイマスクを着用して廊下に立ち、

ASD 者にトイレまでの道案内を依頼してみたところ、被誘導

者は曲がりくねった廊下の壁に腕が接触したり身体ごと勢

いよくぶつかったり、廊下のラウンジスペースに置かれたソ

ファやテーブルに下肢を引っ掛けて躓きそうになったりし

た。このようなことが起こったあとに初めて ASD 者は異変に

気づき、謝罪し、道案内をやり直そうとした。 

 そのような彼らの行動を動画で確認したところ、彼らはア

イマスクをかけた被誘導者の姿にほとんど顔を向けずに、自

分一人だけで先に歩いて行ってしまったり、逆に曖昧な指示

を出しながら被誘導者の後ろをついて歩いて来たりするだ

けであった。 

一方、それを定型発達者に依頼してみたところ、彼らはア

イマスクをかけた被誘導者の姿に要所要所で顔を向け、「前

に」「右に」「左に」「止まって」「まっすぐ進んで」「曲がっ

て」「寄って」「もう少し」「もうちょっと」などの言語指示

を活用しながら被誘導者を安全に誘導した。 

本話題提供では、ASD 者がアイマスク着用者の誘導スキル

を道案内スクリプトによって獲得するプロセスを、視線使用

と言語使用の変化をも含めて紹介する。 

 

話題提供３ 長崎 勤  （実践女子大学生活科学部） 

「カルピスカフェを通した他者意図理解とコミュニケー

ションの支援」 

4 歳のダウン症 A 児を対象に、おやつ場面で、他者意図理

解とコミュニケーションを促す支援を行った。 

まず、大人が作るのを見て、自分で作れるようになり、側

にいる母親のカルピスを作れるようになった。そこで、①指

導者が母親に好みの「カルピス」を尋ねる際に母親を注目す

る、②母親が選んだ「カルピス」を作る、③それを飲んだ母

親が「おいしい」と言うかどうかに注目する等を指導目標と

し段階的援助を行った。その結果、母親が選択する際に母親

を注目することは初期からでき、母親が選んだ「カルピス」

を作ることも徐々に可能になり、母親の反応にも注目できる

ようになった。このことから、母親の選択欲求の意図理解は

安定してできるようなったといえる。同時期に、自己欲求(せ

んたい（温泉行きたい）)、自己心的叙述（こわい（できな

い））、他者心的叙述(パパ心配ねー)等の「心についての言

及」も可能になり、情動調整も進んだ。 

 
【指定討論について】 

 今回の諸話題提供を見ると、社会的ライフスキルとは単な

る生活技術ではなく、情動調整や他者意図理解、他者への視

線配分･気づきなど、ソフトスキルの要素をも多々含んでい

ると考えさせられる。スクリプトによって言語や行為のみな

らず、そのような要素も獲得される道筋や仕組みを自由に討

論できたら幸いである。 
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